



























































とはほど遠い いうこと の 。　
いずれにしても、この当時、ブルトンにとって「驚異」という概念は重要であり、シュルレアリスムの核をなすも


































































めたとされる「驚異」に関する企画だった。レリスに白羽の矢が当たったのは、前年からこの年にかけての『シュルレアリスム革命』誌に 夢の記述や詩を掲載し、さらに 断続的にではあれ、言語解体と再構築 試みである「語彙
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めるほど、ブルトンが考えているであ う「驚異」の概念と、自分がそれまで温めていた「驚異」についての考察とのあいだに一種のずれがあることを意識 てしまったのではないだろう 。実際、アルトーがレリスに求めたのは、ただ「驚異」 ついての語彙を集めるだけ なく、同時に、シュルレアリスムの発明や思想の一覧も作成することだったのである。彼の作業が停滞してしまったのは、自分とブルトンのあ のずれに苦しみ、そ 処理に手こずっていたからだとしても不思議ではない。　
ところが、頓挫していたはずの作業を再開せざるをえない事情がレリスに生じてくる。一九二六年三月、彼は高名




章の目次であり、 「驚異」の定義や分類をおこなう導入部に続き、ロマン主義以前、ドイツおよびイギリスのロマン主義、フランスのロマン主義、そしてロマン主義以後の四章に分かれた本論が来て、最後に結論が置かれるという構成が示されている。二つ目は十枚綴りの文章に三枚の書誌と註が付された「 〈驚異〉についての試 の断章」で、内容的には当初の計画の序論に当たる部分ではないかと考えられる。最後のものが最も量的 は多く、十五枚綴りの文章と五枚綴りの書誌と註から成る「 『現代的』な〈驚異〉 」で、内容から見て、本論の三章のとくにネルヴァルに関する部分 、四章のなか 篇、しかもその象徴主義以降に限った部分、こ 二つを合体させたものと考えられる。　
いずれにしても、最初の文書の題名からもわかるとおり、扱われているのは基本的には文学のみであり、これはア























るのだが、それが「シュルレアリスムの最もアクチュアルな部分」 成すとされているわけ ある。このようにシュルレアリスムとの深いつながりを示唆したレリスは、彼のいう「現代的な驚異」に含まれる六つの要素と、それを体現する作家の名前を挙げていく。第一の要素とされるのが、 「抒情的かつ予言的で、ただひ すらに非合理的な要素」であり、それはネルヴァルやランボーに端を発し、アポリネール 経て、シュルレアリストたちの書くものに現われてくる。第二の「反抗という心的な要素」は、ランボー ロートレ モンから生まれ、二十世紀初頭においてはダダとシュルレアリスムのそれぞれの宣言の根底に横たわっている。第三は 純粋で 言ってみれば無根拠の思索という要素」で、それは要す に「その目的から逸脱させられた合理主義」であり、ジャリやルーセ さらに遡と、グラッベ、ポー、ヴィ エ・ド・リラダンにそ 例が見いだせる。第四は、 「必ずしも滑稽である必要 ない、
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仏訳が刊行されたのが一九二三年であることを考えると、 れより以前となる例の日記 記述の段階で フロイトの著作に眼を通 ていたとは考えにくい。 「見慣れたものを驚異の相貌のもとに見せる」といった考え方がどのようにレリスのなか 芽生えたかは、今後 さらに調べていく必要がありそうだが、そうした「驚異」観がブロメ通りのアトリエでの仲間たちとの議論を通して確固としたものになった はたしかで、そのよ に醸成された「驚異」についての関心は、さながら地下水脈のごとくに彼の文学活動 深層を流れ続けることになるのだ。　







































































の強迫観念にとらわれつづけ 作家にふさわしく 欠如による驚異」は最終的 は死 関連づけられるの ある。　
ところが、最後の最後になってさらに一種の逆転が生じる。レリスは、下女に口淫されたというワグナー 最期に
35 「驚異」の概念をめぐって



























plètes, t. I, B
ibliothèque de la P
léiade, G
allim





































reton, lettre du （ （ janvier （（（（ à D
enise L





ps du surréel, I, G









































erveilleux contre le m
















ureau de recherches surréalistes : C
ahier de la perm
anence : O
ctobre 1924-avril 1925 ; P
résenté 




























erveilleux surréaliste de M
ichel L








ahiers, （（（（, p. （（.
（
（（） 




























（（） 『驚異の鏡』においてピエール・マビーユが提示した例の大半が文学から採られたものであることはすでに述べたとおりだが、その一方で彼は、 「驚異」を求める旅の真の目的は「普遍的現実のより総体的な探索」 （
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